










ツアーが終わりに近づいてきたら（通常のコンディションで約２０－２５分）、自分の時計を指さして、
「時間がきました」のハンド・シグナルをグループに伝えます。ボートや岸に泳いで帰る（必要な場合）だけ
の十分なエアがあることを確認します。ビーチやボートの状況は様々ですが、水から上がる際、苦労しそうな
参加者に対しては、ウエイト・ベルトを外してあげてください（はしごを登ったり、岸まで歩くなど）。
シリンダーからファースト・ステージ・レギュレータを外すため、エアライン装置を分解する前に、
セカンド・ステージのレギュレータからエアを抜いてください。
引き続き次のツアーを行う場合は、 エアタンクを取り換え、SNUBAハーネスとレギュレータを消毒剤と
清潔な水で洗ってください。この作業は、参加者の前で行うことが大切です。こうすることで、参加者は、
マウスピースが清潔に保たれていることを再確認できるからです。

ボートや岸に戻る

まとめ

参加者とツアーについて数分話す時間むのステップは、ツアーの締めくくりには非常に大切です。
これで彼らの経験のまとめとなり、完全なものになります。上手やり遂げたことを褒めて、ツアーや海洋生物に
ついての質問を受けます。SNUBAの写真、Tシャツ、そして2回目のツアー（もし、ツアーが可能な場合は）
について紹介しておきます。

一日の終わりに。装置の手入れ

片づける前に、全ての装置を点検し、清潔な水でしっかりと洗います。SNUBAハーネス、マウスピース、
特に噛む部分に断裂などがないか確認します。必要に応じてマウスピースを交換し、ジップタイで正しく固定
します。わずかなフリー・フローの問題があるセカンド・ステージのレギュレータは、点検して、Shrwood
ファースト・ステージ・レギュレータを使って調整します（適切な中間圧力は140-PSIです）。
フリー・フローがひどい場合は、ファースト・ステージを分解修理するか交換する必要があります。
ハーネス・ストラップは、次回の使用に備えて、ひねりを直しておきます。


